
加美町農業委員会

一
月
の
晴
れ
た
日
、
雪
の
十
ボ
イ
綱
に
行
き
孝
し
た
。

こ
う
し
て
も
お
手
伝
い
が
し
た
く
て
、
雪
の
綱
ヘ
ゴ
ー
！

六
こ
む
十
ポ
イ
を
抱
え
て
、
い
と
お
手
が
き
っ
喬
で
す
よ
。

強
い
農
業
を
目
指
す
集
落
営
農
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日
ご
と
に
日
も
長
く
な
り
、
春
の
農
作
業
に

か
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
冬
は
暖
冬

は
ず
れ
、
北
陸
を
中
心
に
大
雪
と
な
り
、
寒

が
大
き
い
の
が
特
徴
で
、
「大
雪
の
年
は
豊
作

」
と
い
う
言
い
伝
え
を
信
じ
た
い
も
の
で
す
。

二
十
二
年
度
か
ら

「米
の
戸
別
所
得
補
償
モ

業
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
米
の
価
格
に
対
す

や
担
い
手
が
育

つ
よ
う
な
農
業
の
将
来
展
望

て
こ
な
い
な
ど
懸
念
さ
れ
ま
す
が
、
こ
こ
は

を
賢
く
活
用
し
、
強
い
農
業
を
目
指
し
た
い

す
。

特
に
集
落
営
農
は
、
地
域
の
施
設
や
機
械
だ

く
、
集
落
に
仕
事
を
興
し
、
人
を
活
か
し
ま

裕
が
で
き
た
労
力
で
直
売
用
の
野
菜
を
作

、
農
村
都
市
交
流
を
進
め
た
り
し
て
、
高
齢

気
に
や
り
が
い
を
持

っ
て
働
く
場
を
つ
く
る

て
、
後
継
者
も
育
て
る
。
こ
の
こ
と
が
、
暮

含
め
た

「地
域
経
営
」
の
担
い
手
と
し
て
進

も
の
と
思
い
ま
す
。

地
域
再
生
の
拠
り
ど
こ
ろ
と
し
て
、
そ
れ
ぞ

な
形
の
集
落
営
農
を
創
造
し
ま
し
ょ
う
。

し 差 が 掛
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農地を相縮したら届出が必要とな

●相続等によつて農地を取得

した人は、農地のある市町

村の農業委員会に届出が必

要となりました。

●届出をしなかつたり、虚偽

の届出をすると、10万 円以

下の過料に処せられます。

臨靭臨♂憾騒犠か圏膨轡 憲域風轡磨
口
騒瀬ジ祇

罰金額が大幅に弓|き上げられました。

「観 軍
軽 ●

●

1違反転用

Э違反転用にお
ける原状回復
命令違反

3年 以下の懲役

または300万 円

以下の罰金

(法人は300万 円

以下の罰金)

6か 月以下の懲

役または30万 円

以下の罰金

(法人は30万 円

以下の罰金)

翁

3年 以下の懲役

または300万 円

以下の罰金

(法人は1億円以

下の罰金)

3年 以下の懲役

または300万 円

以下の罰金

(法人は 1億円以

下の罰金)

諌

が

絵せ督告督廿岳最岳魯:嶺88告轟鱚錮ずる罰allが癒t臨泌夕(懇鶴畿鷲埼諄夕縫告
厳しくなりました ‖

● 農 用地区域内の

農地については、

担い手に対する利

用の集積に支障を

及ぼすおそれがあ

る場合、同区域か

ら除外できなくなり

農業経営基盤ギぱ促進法
に踏諮朝黛隣 り

地域の担い手にまかせる場合など

話 し含い

仲介 相談役
●農業委員 ● 」A
●土地改良区 ●農地利用集積円滑化団体 など

市町村が手続きをします

●貸した農地は期限がくれば、必ず返つ
てきます。

●期間終了後の離作料は不要です。

●期間満了前に、貸し手 ・借り手の双方
に通知がきます。

●利用権の再設定により継続して貸借で
きます。

鶴 農 地利用集積円滑化事業の倉」設により、市

町村や市町村公社、」Aな どが農地利用集積円

滑化団体となり、農地所有者の委任を受けて、

所有者を代理して、農地の貸し付け等が行え

るようになりました。

鬱 農 地所有者は、自ら貸付先を探す必要もな

く、安心して農地をまかせられます。

の 担 い手は、多数の農地所有者と交渉する必要がなく、バラバラになつている農

地を面的にまとめてもらい、効率的な農作業が可能になります。

農用地利用集積計画により利用権

を設定する際、相続等で複数の者に

より共有されている農地について、

存続期間が5年以内の利用権を設定す

る場合は、共有持分の1/2を超える

同意でよいことになり、利用権が設

定しやすくなりました。

(これまでは、共有者全員の同意が必要でした)

農業経営基盤強化促進法に基づいて農地を貸し付けた場合には、相続税納税猶予

が継続するようになりました (市街化区域内農地は除く)。

ただし、これまで20年 間、自ら営農した場合は、納税が免除となつていましたが、

この改正により貸した場合は、農地としての利用を終身継続する必要があります③

(これまでは、農地を貸すとlB続税納税猶予が打ち切られていました)

ンン暴



農地帝J度が

遊 体 農 地 を 有 効 活 用 す る

対 策 が 充 実 さ れ ま し た

●農業委員会が年 1回 の

農地の利用状況調査を

行ない、遊休農地の所

有者に対する指導 ・通

知 口公告 ・勧告を行な

います。

農業委員会が指導するケース

1年以上にわたって農作物の栽培が行なわれておら

ず、かつ、今後農地所有者等の農業経営に関する意向、

農地の維持管理 (草刈、耕起等)の 状態等からみて、

農作物の栽培が行なわれる見込みがない な ど

スタートしました。
◆ 標準小作料制度が廃止されました ◆

標準小作料制度が廃止されたことに伴い、農業

委員会では、毎年 「標準的賃借料情報」を提供

します。

:農地法第3乗 許可に 「地域との調和要件」が加わりました

●農地法第3条 (耕作目的の農地の権利移動)の 許可申請にあたって、「地域との調和要件」が加えられたこと

から、農業委員会では、、許可申請のすべての事実について現地調査を行います。

～

Ｂ

口

口

口

口

口

■

口

口

■

ロ

ロ

ヨ

ロ

ロ

ロ

Ｂ

田

口

Ｂ

日

、

借りられる者が増えました !

一定の条件
(米)を満たす農業生産法人以外の法人等も、

ようになりました。
(所有権の取得は、これまでどおり、「農作業に常時従事する個人」と 1震美生産法人」に限られます。)

農地の借り受け者の範囲

(これまで)

農作業常晴従業者

※0農 地を適正に利用していない場合に、解除する旨の条件が付されていること

の地域の農業者との話し合いや農道・水路など共同利用施設の取り決めを守るなどし、地域
における他の農業者との適切な役割分担をすること

0長 期的に安定的な農業経営の継続を可能とする機械や労働力を確保等すること

0法 人の場合は、業務執行役員 (取締役、理事、執行役、支店長等)の 1人以上が耕作等の事

業に常D寺従事すること

農地を借りられる

(追 加 )

農作業常晴従業者以外の個人

農

農地法による賀し借り

相手が決まつている場合など

ょがぐr‐ょ。

農業委員会

農業生産法人以外の法人
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優

加
美
町
で
は
、
平
成
十
五
年
か
ら
町
の
農
業
振
興
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
た
個

人
を
毎
年
表
彰
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
去
る

一
月
二
七
日
、
農
業
委
員
会
総

会
時
に
、
中
新
田
地
区
か
ら
下
新
田
下
の
今
野
博
幸
さ
ん
、
小
野
田
地
区
か
ら

漆
沢
の
高
橋
真
さ
ん
、
宮
崎
地
区
か
ら
柳
沢
の
千
葉
文

一
さ
ん
が
、
そ
の
功
績

を
認
め
ら
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

下
新
田
下

　

（
，
野

博

幸

さ
れ

今
野
さ
ん
は
、
全
農
地
に
完
熟
堆
肥
を
散
布
し
、
環
境
保
全
型
農
業
を
実
践

・し
て
い
る
認
定
農
業
者
だ
。
水
稲
７

・
５
筋
、
に
ん
に
く
７
″
、
加
工
白
菜
と

一西
洋
野
菜
を
４
０
声
、
他
に
集
落
で
は
営
農
組
合
の

一
員
と
し
て
約
２
０
筋
の

大
豆
を
栽
培
し
て
い
る
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
だ

っ
た
今
野
さ
ん
は
、
農
業
の
経
験

は
家
の
手
伝
い
程
度
だ

っ
た
が
、
３
０
歳
の
頃
、
「そ
ろ
そ
ろ
や
ら
な
き
ゃ
」
と

い
う
思
い
の
強
ま
り
と
農
業
に
対
す
る
興
味
も
あ
り
、
会
社
を
辞
め
事
業
農
家

！に
な
っ
た
。
「農
業
に
関
し
て
は
す
べ
て
お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
に
教
え
て
も
ら

い
ま
し
た
」
と
話
す
今
野
さ
ん
。
昨
年
春
に
父
貞
純
さ
ん
が
体
調
を
く
ず
し
全

作
業
が
博
幸
さ
ん

一
人
の
仕
事
に
な
り
と
て
も
大
変
だ

っ
た
時
、
同
じ
よ
う
に

忙
し
い
は
ず
の
仲
間
違
が
、
機
械
を
持

っ
て
手
伝
い
に
来
て
く
れ
た
と
い
う
。

そ
の
行
為
に
心
か
ら
感
謝
し
、
「同
じ
志
を
持
つ

仲
間
だ
か
ら
こ
そ
の
つ
な
が
り
。
い
つ
ま
で
も

大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
語
っ

た
。
事
業
農
家
に
な
っ
て
変
わ

っ
た
こ
と
は
、

時
間
に
余
裕
が
で
き
た
こ
と
。
家
族
で
出
か
け

ら
れ
る
の
が
と
て
も
い
い
と
い
う
。
ズ
”
は
西
洋

野
菜
に
興
味
が
あ
り
ま
す
。
先
輩
の
教
え
を
い

た
だ
き
な
が
ら
新
し
い
物
に
も
挑
戦
し
た
い
と

思
い
ま
す
」
と
、
抱
負
を
語
っ
て
く
れ
た
。

漆

沢
　
一品

橋
　
　
真

せ
ん

高
橋
さ
ん
は
、
酪
農
を
主
体
に

（経
産
牛
３
２
頭
、
育
成
牛
１
１
頭
）
、
水
稲
―

・
４
新
、
畑
２

・
５
銘
を

経
営
す
る
認
定
農
業
者
だ
。
酪
農
家
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
、
一高
校
を
卒
業
後

一
年
間
栃
木
県
の
酪
農
家
で
の

研
修
を
経
て
就
農
し
た
。
漆
沢
地
区
は
雪
の
量
が
大
変
に
多
く
、
飼
料
作
物
の
生
育

・
放
牧
環
境

・
牛
舎
建
築

等
酪
農
を
経
営
す
る
に
は
他
の
地
区
よ
り
も
数
段
の
コ
ス
ト
高
に
な
る
。
そ
ん
な
中
、
真
さ
ん
は
、
牛
群
改
良

に
特
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
牛
の
体
形

・
乳
量

・
乳
成
分
を
細
か
く
分
析
し
、
そ
の
牛
の
良
さ
を
活
か

し
も
う

一
つ
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
さ
せ
る
こ
と
の
で
き
る
種
を
か
け
合
わ
せ
る
。
そ
し
て
、
生
ま
れ
た
子
牛
を
育
て

ま
た
改
良
を
加
え
る
。
こ
の
繰
り
返
し
に
よ
り
、
生
産

コ
ス
ト
の
低
減
化
を
図
り
な
が
ら
、
高
品
質
で
安
全
、

し
か
も
乳
量
も
確
保
す
る
と
い
う
経
営
を
続
け
て
き
た
。
そ
の
結

果
、
平
成
十
九
年
度

・
平
成
二
十
年
度
の
県
共
進
会
で
二
年
連
続
グ

ラ
ン
ド
チ
ヤ
ン
ピ
オ
ン
に
輝
く
こ
と
が
で
き
た
。
妻
と
３
人
の
子
ど

も
、
そ
し
て
両
親
。
と
て
も
賑
や
か
で
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
家
族
に
囲

ま
れ
て
、
「酷
農
を
営
む
に
は
良
い
条
件
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ず

っ
と
こ
の
地
で
酷
農
で
食
べ
て
い
く
の
が
夢
で
す
」
と
語
っ
て
く
れ

た
。

抑

択

　

千

葉

女
　
一　
さ
れ

水
田
４

・
８
筋
、
畑
１
筋
、
繁
殖
牛

（親
牛
）
２
０
頭
、
（子
牛
）
１
５
頭
を
経
営

す
る
千
葉
さ
ん
は
、
専
業
農
家
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
、
古同
校
卒
業
後
す
ぐ
に
就
農
。

当
時
軽
種
馬
を
飼
育
し
て
い
た
こ
と
ら

一
年
間
北
海
道
の
牧
場
で
研
修
し
飼
育
に

取
り
組
ん
だ
が
、
軽
種
馬
の
衰
退
と
と
も
に
繁
殖
牛
に
切
り
替
え
た
。
就
農
当
初
か

ら
少
し
ず
つ
規
模
拡
大
を
図
っ
て
き
た
が
、
「
田
ん
ば
に
投
資
し
て
も
数
年
後
に
は

目
減
り
す
る
」
と
い
う
の
が
現
状
で
、
低

コ
ス
に
こ
だ
わ
り
、
で
き
る
こ
と
は
す
べ

て
手
作
り
で
行
な
っ
て
き
た
と
い
う
。
「経
費
を
節
約
す
る
と
手
が
掛
か
る
ん
で
す

よ
」
と
千
葉
さ
ん
。
数
年
前
か
ら
近
隣
の
遊
休
農
地
を
借
り
て
水
田
放
牧
を
行
い
、

農
地
の
荒
廃
防
止
に
も
努
め
て
い
る
。
「柳
で
荒
れ
放
題
だ

っ
た
田
ん
ぼ
が
年
々

き
れ
い
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
柳
の
新
芽
は
牛
が
喜
ん
で
食
べ
ま
す
か
ら
も
う
伸
び
る
こ
と
は
無
い
で
す
ね
」

と
話
さ
れ
た
。
仙
台
で
暮
ら
す
息
子
さ
ん
が
帰
っ
て
来
る
こ
と
に
期
待
し
な
が
ら
、
「ま
だ
ま
だ
働
け
ま
す
か

ら
、
こ
れ
か
ら
も
、
少
し
ず

つ
、
少
し
ず
つ
規
模
拡
大
し
て
行
き
ま
す
よ
」
と
意
欲
を
見
せ
て
い
た
。

良
農
家
を
表
彰

磁
ロ



平
成
二
十

一
年
十
月

由戻
業
委
員
会
で
は

農
地
全
体
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

平
成
二
十

一
年
十
月
下
旬
、
農
業
委
員
が
農
地
全
体
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

農
地
全
体
調
査
と
は
、
国
の
方
針
を
請
け
加
美
町
農
地
全
筆
を
対
象
に
耕

作
放
棄
地
の
場
所
や
面
積
な
ど
実
態
を
把
握
す
る
調
査
で
す
。

調
査
方
法
は
、
各
市
町
村
そ
れ
ぞ
れ
で
す
が
、
加
美
町
で
は
農
業
委
員
会

が
毎
年
行

っ
て
き
た
農
地
パ
ト

ロ
ー
ル
を
参
考
に
、
加
美
町
を
旧
町
単
位
三

ブ

ロ
ッ
ク
に
分
け
、
地
区
担
当
農
業
委
員
が
航
空
写
真
や
公
図
を
基
に
現
地

調
査
に
出
向
き
、
何
年
間
も
管
理
さ
れ
ず
に
耕
作
放
棄
地
と
な

っ
て
い
る
農

地
の
把
握
に
努
め
ま
し
た
。

今
後
、
こ
の
結
果
は
加
美
町
耕
作
放
棄
地
対
策
協
議
会

へ
報
告
さ
れ
、
耕

作
放
乗
地
の
解
消
等
に
使
わ
れ
ま
す
。

加
美
町
耕
作
放
棄
地
対
策
協
議
会
事
業

耕
作
放
棄
地
再
生
利
用
緊
急
対
策
に
つ
い
て

国
は
、
食
料
自
給
率
向
上
の
た
め
農
地
の
有
効
利
用
を
進
め
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
長
年
に
渡
り
不
作
付
地

の
た
め
、
雑
草
や
柳
等

の
根
が
侵
食
し
、

耕
作
放
棄
地
と
な
り
自
己
努
力
だ
け
で
は
再
生
出
来
な
い
農
地
も
見
受
け
ら

れ
ま
す
。

耕
作
放
栗
地
再
生
利
用
緊
急
対
策
は
、
今
回
農
業
委
員
会
が
行

っ
た
農
地

全
体
調
査
で
、
耕
作
放
棄
地
と
報
告
さ
れ
た
農
地
を
対
象
に
、
農
地
整
備
や

整
備
後
の
土
づ
く
り
等
、
再
生
か
ら
利
用
、
作
物
の
作
付
け
ま
で
総
合
的
に

支
援
す
る
対
策

（下
図
参
照
）
で
す
。

詳
し
い
内
容
は
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

耕作放棄地の再生・利用を応援します !

〇まずは草刈りから始めよう

再生作業

ネ五わあ■やギ
持

☆荒れた農地を再生 しよう
○次は土づくりをしよう

荒れ具合に応じ

30,000円 叉は

50,000円 /10a
(取組1年 目)

司
―

封

払

根

起

地

脚
階
躍

必要に応じ

最大2年 間

25,000円 /1oa/年

(取組 1年 目又は
2年 目から開始)

ンヽ
土壌改良

「
ゴ
コ

入
培

投

栽

肥

肥

降

暉

☆作付けをはじめよう

営農定着 25,000円 /1oa

(作付け 1年 目)

作付けする場合

★周りの施設を整備Lよ う

直売所、加工施設等

補効率1/2

水路・溜池や
農道、鳥獣
被害防止施
設の整備

利

用
権

設
定

年
齢
制

限
が

廃
止
で
す
。

現
在
、
利
用
権
設

定
時
の
受
け
手
と
な

る
農
家

の
年
齢
は
、

六
十
五
歳
ま
で
と
制

限

さ

れ

て

い

ま

し

た
。
今
回
、　
一
定
の

条
件
を
付
し
て
い
ま

す
が
認
定
農
業
者
年

齢
制
限
の
廃
止
に
伴

い
、
受
け
手
の
年
齢

制
限
も
廃
止
と
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、

農
業
者
年
金
加
入
者

に
は
、
経
営
移
譲
年

金

（旧
制
度
）
や
特

例
付
加
年
金

（新
制

度
）
受
給
申
請
に
は

年
齢
制
限
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
農

業
委
員
会
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。



平成22年度 農 作 業 標 準 賃 金 表 (平成21年度と同額です)

単位
標 準 額

適 用 単位
標 ヱ隼 額

適 用

50a未 満 50a以 上 50a未 満 5 0 a以 上

一 般 作 業 1日 7,000円 8日寺間

田

代

稚 十田 1箱 700円

運 搬 作 業 15,500円 軽 トラック 中 十日 660円

オペレーター 10,000円 88寺間 ポット苗 670円

春 田 耕 起 10a 5,200円 4,900円 耕深 15 cm以上

50a区 画以上

300円 事|き

薬剤

散布

粒 剤 10a 500円

薬剤含まず
秋田耕起済分 4,000円 3,700円 粉 剤 600円

秋 田 耕 起 5,200円 4,900円 牧

草

稲

わ

ら

梱 包 3,100円

一貫作業

10,000円

プ ラ ウ耕 起 10,000円 30 cm以 上 メ」 取 3,100円

ディスクロー

タ リー耕起
5,200円 20 cm以 上

反 転 3、600円

集 束 1,500円

水 田 代 掻 5,700円 植代まで ラッピング 11回 500円 直径 lm

堆 肥 散 布 3,200F司 積込運搬散布

メJ

稲

バ
イ
ン
ダ
ー

刈放 10a 6,600円 ひも持込

肥 料 散 布 1,000円 改良材他 空 立 10,000円

トラ クター

(リース)
1日 20,000円 油代は含まない

棒掛 12,000F可 杭つきとも

ハーベスター 6,700円 脱穀のみ

プラウ(リース) 10,000円 コ
ン
バ
イ
ン

カ ッ

タ ー
14,000円 13,000円

生籾運搬

11000円ヤま局可

倒伏田は割増

田

植

稚 苗 10a 5,200円 4,900F司 機 械 植

苗運搬・側条施

肥機 500円 増

結 束 15,400円 14,300円

中 苗 5,700円 5,400円 乾 燥 60 kg 800円 もち米 lo%割 増

ポット苗 5,800円 5,500円 籾 摺 調 整 550円 くず米 20円 /kg

請負稚苗 20,600円 20,300円 植え込み 22箱
圭
同 米 600円 玄米から白メ

請負中苗 26,800円 26,500円 植え込み 32箱 畦畔つき作業 lEn 30円 2段 田|]き5 0円

畑応Sくう

「Ａ
】
ケ
味
噌
」

作
っ
て
み
孝
せ
た
か
？

今
年
の
各
勝
暖
か
い
日
が
多
く
、
奮
一

の
新
れ
も
早
い
の
か
け
？
け
れ
て
い
し
一

だ
け
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま
す
。　
　
　
　
一

言
を
告
ｆｆ
る
物
と
い
え
げ
…
「る
こ
の
一

こ
う
」？

今
回
け
．
「バ
ッ
ケ
味
噌
」の
一

作
叫
石
を
紹
介
し
孝
す
。　
　
　
　
　
一

①

る
こ
の
こ
う
を
こ
れ
い
に
洗
っ
て
一

ヤ
ッ
こ
揚
が
こ
与
し
っ
か
明
本
気
を
一

切
る
。
（苦
味
こ
強
い
香
叫
が
好
一

こ
な
Ａ
け
生
の
孝
き
で
も
よ
一

い
。
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

②

細
か
く
切
叫
油
で
炒
あ
る
。　
　
一

③

側
に
砂
植
味
噌
を
作
叫
、
②
の
一

る
こ
の
こ
う
を
加
え
炒
め
る
。
　

十

こ
れ
て
で
き
あ
が
叫
で
す
。　
　
　
　
　
十

る
こ
の
こ
う
け
。
他
に
●
．
末
ぷ
ら
一

や
味
噌
汁
．
佃
意
に
も
使
え
孝
す
。
一

早
奮
に
し
か
味
わ
え
な
い
某
味
し
せ
一

で
す
。
ぜ
ひ
挑
戦
し
て
み
て
く
だ
と

い
。　
　
　
　
　
　
　
　
登
薯
子

登喜うゃれこ洋子うゃんの

鋼

集

委

員

委

員

長

〓
一
浦

英

奥

副
委
員
長
　
鈴

木

一
一
郎

千

葉

連

悦

工

藤

洋

子

石

川

　

太

伊
藤

登
喜
子

全 国 農 業 新 聞 甘ぜひ購読を 言

○ 農 業

○ くらし

○ 技 術

○ 農村の動きを解説

○ 健康を考える

○ 流通の情報

○ 経 営

○ 年金相談など

購読料  lヶ 月 600円 (送料共)

お申込みは…農業委員会事務局へ (■ 67-5411)


